


・調査目的

　三番瀬、猫実川河口域において、水質浄化の面で大きな役割を担っていると思われる、

マガキCrassostrea gigas  について、猫実川河口の南東約400ｍの泥質部分に形成されて
いるカキ礁を調べ、水質浄化に貢献している一端を確認する。

・調査場所

　市川市と浦安市の境界にあたる猫実川河口干潟に点在するカキ礁で調査実験を行った。

・日時

　2004年5月から実施されている三番瀬市民調査の会の調査と日時を合わせ、調査実験

を行った。

　本報告書では、

　2004年8月1日の予備調査、予備実験、

　2004年8月28日の個体数調査、浄化実験について報告する。

　なお、両日の最大干潮時刻、潮位については以下の通り。

　　8月  1日　11：29　　0cm

　　8月28日　9：46　　21cm

・調査方法

　猫実川河口域に点在するカキ礁の中で、面積が最大のものについて調査を実地した。

　本報告書では、以下の1.～4.について報告する。

　　1.カキ礁の面積

　　　　猫実川河口から南東約400ｍ辺りの最大のカキ礁と、その周辺の物を合わせて、

　　　約5,000平方ｍのカキ礁が形成されている。

　　2.カキ礁に生息する生物における、ろ過食者にあたるマガキ、ウネナシトマヤガイ

Trapezium liratum  の目視による個体数調査
　　　　任意に、１ｍ×１ｍのコードラート(方形調査枠) を設定し、1平方ｍ内に生息

しているマガキの個体数をカウントした。

　　　　なお、マガキの個体数については、密集した株の表面についており、殻が開いた

り、泥が詰まったりしていないものをカウントした。

　　　　３箇所の内訳は、高密度に生息している部分（A）と、平均的な部分（B）、

低密度な部分（C）を１箇所ずつカウントした。

　　　　ウネナシトマヤガイについては、カキ礁表面のカキを除去し、カキ殻間隙中の個

体数をカウントした。

　　　　ただし、カキ礁への影響も考慮し、マガキを除去するのは一辺50cmのコードラ

ートとし、0.25平方ｍ内の個体数をカウントした。　　

　　3.カキ礁に優占的に生息するろ過食生物による海水ろ過を検証。

　　　a.容量18リットルの水槽に、カキ5個体、ウネナシトマヤガイ10個体を投入し、

10分ごとに水槽内の状態を撮影した。

　　　b.容量10リットルの水槽に、カキ10個体分のカキ殻を投入し、a.同様、10分ごと

に水槽内の様子を撮影した。

　　　　それぞれの水槽は、海水ろ過実験と同時に、4.のC.O.D.値も測定する。

　　4.カキ礁周辺から採水した海水と、海水ろ過実験後の試水のC.O.D.を測定し比較

　　　SHIBATA、簡易水質検査器（シンプルパック：）を使用。
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　註*3　投入時のカキ個体数を少なく見積もりすぎていたために、実験においては、水

槽の水の量に対して、ろ過食者のろ過量が大きすぎたと考えられる。

　8/1の予備実験では、今回の実験よりも大きな数値（ウネナシ10個体が、18リット

ルの海水を約1時間でほぼ透明な状態にしている）が出ている。

　註*4　カキの1時間あたりの海水ろ過量については、資料によって数値があまりにも

違う。本報告では、上記の数値と、アサリRuditapes philippinarumの10倍の（10
リットル/1時間：参考文献参照）で計算してみた。

計算1

　（1314/30）×18＝788.4（リットル/時間・１平方ｍ）

　788.4×5,000(平方ｍ)＝3,942,000リットル（カキ礁の1時間あたりの海水ろ過量）

　猫実川河口域のカキ礁は、水位が50cmで干出するので、水没している時間は、およ

そ83％である。

　3,942,000×24（時間）×365（日）×0.83＝28,661,493,000　（リットル/年）

　28,661,493,000/1000＝28,661,493（トン）

　カキ礁全体では、1年に　2,866万トンの海水をろ過していることになる。

　

計算2

　カキの海水ろ過量を10リットル/1時間、ウネナシはアサリと同じ1リットル/1時間と

した場合。

　（876×10+438×1）×5,000＝45,990,000（カキ礁の1時間あたりの海水ろ過量）

　　45,990,000×24 (時間) ×365 (日) ×0.83＝334,384,090,000（リットル/年）

　　334,384,090,000/1000＝334,384,090（トン）

　カキ礁全体では、1年に　3億3千438万トンの海水をろ過していることになる。

　　

　海水ろ過量の設定によっては、計上される数値が1桁違ってきてしまうが、計算1の

数値はかなり低く見積もっていると考えている。

　また、実際にはろ過食者のろ過に加えて、カキ殻表面の細菌類による浄化も加わるた

め、ここで計算した数値をはるかに上回る浄化能を示す。

　海水ろ過量については、次回の調査で、もう一度検証してみる予定である。

　

2.C.O.D.値からの考察

　今回の実験では、カキ礁干出時に、カキ礁周辺の海水を用いて実験を行ったが、

C.O.D.値を測ってみると、開始時点ですでに1（mg/リットル）と、非常に小さい数値

であった。このため、60分後には全ての水槽のC.O.D.値が測定不能（0mg/リットル）

になってしまい、どの程度の数値変化があるのか、把握できなかった。

　カキ礁から、数十ｍ離れた地点では、C.O.D.値は、1.5mg/リットルであった。

　こうしたことから考えると、カキ礁周辺の海水は、ろ過食者や、後述の堆積物食者に
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いると考えられる。

1.カキ自身の採餌による、懸濁有機物、植物プランクトンの浄化。

2.カキ殻の間隙に棲息する生物による浄化（ウネナシトマヤガイによる海水ろ過、ヤド

　カリ、カニ類による偽糞の採摂による浄化）

3.カキ殻表面の細菌類による浄化

4.カキ礁の波消し効果によって生じた藻場による栄養塩類の吸収

　猫実川河口域では、陸からの栄養塩類は、河口部周辺の泥質部分に生息する付着藻類

により吸収される。付着藻類は主にヤマトオサガニに採餌される（浦安側護岸周辺）。

　残りの海水中の栄養塩類は、植物プランクトンや、上記の藻場に生える藻類により吸

収される。

　植物プランクトンはアナジャコ類、カキ、アサリなどのろ過食者によって摂餌され

る。また、夏期にはろ過食者に加え、大量に発生したアミ類によって、デトリタスや植

物プランクトンが消費されていると考えられる。

　カキ礁は、自身が有機物や、植物プランクトンを海水中からろ過すると同時に、偽糞

として排出した不消化有機物を沈殿させ、他のマクロベントスのエサとして供給する、

という側面も合わせ持つ。カニ、ヤドカリなどのマクロベントスは、カキ礁の殻の間隙

に棲息し、棲み場所を確保すると同時に、高密度に密集したカキによって、大型魚類な

どの捕食者から守られてもいる。さらに偽糞によってエサも供給されており、カキ礁

は、小型の消費者に恵まれた棲息環境を提供しているといえる。

　また、カキ礁の形成は、その内側（陸側）に対して波消し効果を及ぼし、カキ礁に隣

接する部分には、アナジャコ類が大量に生息し（平均50個体/平方ｍ）、さらにその陸

側には、オゴノリをはじめとする藻場が形成されている。

　一般には、二枚貝は海水のろ過と同時に、自身の排泄物として、アンモニア態の窒素

を排出するが、猫実川河口部においては、付着藻類、植物プランクトン、そして上記の

藻場に生える藻類により吸収される。

　こうした意味で、カキ礁は、周辺の環境や生物も含め、栄養塩類から懸濁有機物まで

浄化する、高次の下水処理システムを上回る総合的な水質浄化システムを作っていると

いえる。

　カキの棲息形態から、浄化能を考えてみると、水質浄化において、カキ自身に加え、

カキ殻も、水質浄化に貢献していることがわかる。

　カキの殻は、比重がわずかに泥より小さいため、泥の表面に「浮く」。このため、死

亡したカキの殻に、次代のカキが着底し、継代して棲息してゆくことにより、泥干潟上

に、多数のカキが密集したカキ礁ができ上がる。この状態は、サンゴ礁と同じで、上部

のカキが生きており、下部の泥に埋もれたカキは、すでに死亡して殻だけになっている

（ただし、猫実川河口部カキ礁のカキそのものは、株立しているカキの半分以上が生き

ているという点が、最上部のサンゴ虫だけが生きているサンゴ礁と大きく異なる点であ

る）。

　この、下部の多孔質の累積したカキ殻と、表面に株立しているカキの殻の表面積は、

非常に大きなものとなる。

　間隙の多い積層構造を持つカキ殻の表面には、大量の好気性、嫌気性の細菌が繁殖す

る。これらの細菌により、水中の有機物粒子が消費され、水質浄化が可能となる。

　すでに、広島をはじめ各地で、企業や、市民団体により、水質浄化にカキ殻を利用し
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た事例がいくつか見られる。

事例

次世代のためにがんばろ会（八代市）

新川のＣＯＤ（化学的酸素要求量）値が、上流15m位の所の7～8mg/Ｌに対して、

下流では1～2mg/Ｌくらいに減少

　現在の下水処理場の高速酸化池というのは、いわばカキ殻表面を模倣し、好気性細菌

の集団により有機物を分解するシステムに過ぎないといえる。

　こうしてみると、単にカキ殻をネットに詰めて沈めるだけの浄化と、実際に生きてい

るカキが作るカキ礁の浄化能は、後者が比べ物にならない大きな浄化能を示すことは明

白である。

　ところで、三番瀬円卓会議では、干潟の再生として、砂の投入が提言されている。

「砂を投入してかつての三番瀬の環境を再生する」とか「大規模な人工干潟をつくって

緩やかな水際線をつくり、潮流をよくすることが必要」といった主張により、石積み護

岸とその前方への砂の投入が素案にも記されている。

　だが、「以前」「昔」という言い回しをするなら、縄文時代の東京湾はいたるところ

に泥質部分が存在し、マガキのカキ礁も広く存在していたことは、貝塚から出土するカ

キやハマグリ、化石として産出するカキ礁が示している。むしろ、現在の猫実川河口部

が「昔」の環境を再生しているのだと言える。

　また、単に人工干潟を作れば潮流が回復するのか、というとはなはだ疑問である。

これまでの埋め立てにより、潮流を悪化させてきた事を考えれば、新たな土砂の投入に

より海域が狭められれば、現在よりも潮流の状態は悪化する可能性の方が高いのではな

いか。このようなことを続ければ、東京湾はいずれ単なる排水路となってしまうことで

あろう。

　数十年前の三番瀬猫実川河口には、カキ礁はなかったのかもしれない。しかし、人為

的な環境撹乱の結果、静穏な泥質部分が生じ、そこに合わせて特段の浄化能を示すカキ

礁が自然に形成されてきたのであるとすれば、現在の三番瀬で多様な底質環境が失わ

れ、泥質の底質環境を有する地域はほとんど無くなってしまったことも考慮し、「昔は

砂地であったのだから砂を投入すればよい。」ではなく、現状で高い浄化能を示すカキ

礁を有効に活用することを考えるのが、自然との共生、であるとか、自然の叡知に学

ぶ、という姿勢ではないだろうか。
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